
第１号議案 

平成２７年度の協議会の取組方針及び主な重点事業（案）について 

 

１ 取 組 方 針 

  平成２７年度は、国補助による地域協働推進事業の２か年（平成２５年度～平

成２６年度）の実施期間が一旦終了するなど、協議会予算の規模縮小が見込まれ

るところです。 

こうした状況を踏まえ、平成２７年度においては、現在実施している事業の更

なる深化に重点を置くことを協議会の取組方針とし、限られた財源をより効果的

に活用する事業の推進を図っていきます。 

加えて、粟生線の利用促進の取組を推進する一方で、粟生線の利用実態を詳細

に把握することにより、利用者数の増加につながる利活用方策を検討します。 

 

２ 主な重点事業 

 (1) 学校、自治会等への「出前講座」の開催 

    平成２６年度においては、粟生線の維持・存続に向けた取組への理解を深め

ていただくため、「粟生線活性化セミナー『一緒に考えよう！粟生線とまちの

将来』」を全１１回にわたり開催しました。 

醸成しつつある粟生線の維持・存続への機運を更に盛り上げるため、平成２

７年度においては、学校や自治会、老人クラブなどにも対象の裾野を広げ、よ

り地域に溶け込んだ「出前講座」を草の根的に開催し、粟生線の現状認識の共

有や優先利用行動の喚起を図っていきます。 

 (2) 「粟生線乗ろうＤＡＹ！」プログラムの更なる推進 

    鉄道を日常的に利用されない人にも利用していただきやすい仕組みを取り

入れたイベントについて、協議会として、平成２５年度から「粟生線乗ろうＤ

ＡＹ！」プログラムに指定し支援していますが、まだまだ協議会が主導的に関

与している状況です。 

    そこで、平成２７年度においては、神鉄の利用意識の向上や利用促進を地域

自らが主体的に考え、それらの仕組みを積極的に取り入れた地域まつりや地域

イベントに対し、重点的に支援していきます。 

 (3) 粟生線の利用者数の増加につながる利活用方策の検討 

    粟生線について、神戸電鉄、沿線各市、兵庫県などの関係者による利用促進

の取組を進めていますが、利用者数は依然として減少傾向にあり、目標人数（７

００万人台）の確保にもまだ開きがある状況です。 

このため、鉄道、バス、自家用車などの多様な交通手段の利用状況や将来の

人口減少社会の到来を見定め、粟生線利用者のＩＣカード乗車券などの使用履

歴等のデータ（いわゆるビッグデータ）を活用し、粟生線の利用実態の現状を

詳細に把握するとともに、利用者数の減少の要因分析を行い、利用者数の増加

につながる利活用方策を検討します。 
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